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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・節約委員会から、6月の巡回の際の西病棟の指摘事項はありませんでした。引き続き節電15％を目標に一人一人意識して節電・節約に努めましょう。
＜患者様連絡事項＞

・下栃棚　長良様～　肝機能の悪化が見られている事から、本日の夕より臨時薬の内容を一部変更となり、7日分処方となっています。

・植田　真理子様～　シアナマイド(抗酒剤)の処方が本日までとなっています。診察にて処方予定です。

＜注目患者様ケース検討＞

・下栃棚　長良様～　昨日自室を間違え、佐々木様・植田様の部屋に入ろうとしており両者から「いいかげんにしてほしい」と苦情が聞かれています。また外泊の予定の確認・日課の確認行為が頻繁に見られています。夜間の睡眠は良好です。本日も上記内容の確認行為が見られており、その都度介入を要しています。失見当識が著明に見られていますので、他者とのトラブルに注意し関わっていきましょう。

・菅野　勝利様～　「耳がシンシンする」と訴え、作業療法は顔出しのみで途中退席されています。症状を話す際は笑いながら話されていますが、衝動性はありません。以前スタッフ介入時に苛々感を表出する事ありましたが、最近はスタッフの説明にも理解されプログラムを休む際も担当スタッフにしっかり話す事は出来ています。幻聴の有無、退院についてなど色々と考える事により苛々感の訴えも増える事が考えられます。その際は訴えを傾聴し話した事を評価しながら関わっていきましょう。

・坂　貢様～　本日買い物の為、スタッフ付き添いにて外出されています。買い物する店舗が開

店前であった為近隣のお店を散策され、仏具店の前で墓石をしばらく眺め「昔自

分は坊さんだったんだよ」と妄想に左右された発言あります。買い物中は衝動行

為・奇異行動は見られずスムーズに買い物出来ています。帰院後は外出による気

分高揚もある為日課・プログラムの状況、本人の言動についても観察していきま

しょう。
・菅井　浩子様～　日課の拒否は見られていませんが、私物が無くなったと訴えられていますが数分後には「ありました」と話されています。時折スタッフに易怒的となる事がある為、本人の訴えを傾聴し関わっていきましょう。

・吉田　良子様～　自室にて荷物をまとめている事あり、スタッフ介入すると理由については「しゃべれない」と話しています。衝動行為は見られていませんが所在確認は密に行っていきましょう。

　　　　　　　　
・中居　松男様～　9/2（金）に担当スタッフ、PSWと自宅のアパートに退院前訪問指導を兼ねて外出し生活能力のチェックを実施する予定です。3回の予定で実施していきます。
・清水　秋男様～　本日ミーティングを実施していますが、青風荘に関する話題には触れず世間話のみしています。診察時にミーティングの実施状況を報告予定です。
＜川端Ｄｒ診察連絡事項＞

・佐々木　淳様～　他者の精神症状(空笑)や他者に自分の飲料水を飲まれた事で易怒的となる事があったとの事で、服薬調整し本日の夕から臨時薬7日分処方となっています。また体重管理・歩行時のふらつきも注意していきましょう。

・曽我　正子様～　主治医よりご家族に躁病についての疾病理解について説明が必要である事、また症状が落着いている時は外出をしてもらうよう促していくよう指示があります。上記について、SGMからご家族へ上記の内容を電話連絡し説明するよう指示がでています。

・清水　秋男様～　面談の日程について、ご家族（兄様）が今月中は都合が付かない為来月で

　　　　あれば日程調整は可能との事ですので日程の設定・確認を担当スタッフはご家族へ電話連絡して下さい。また下痢症状の訴えあり服薬調整し本日夕より臨時薬が6日分処方（以後定期処方）となっています。

・佐々木　康子様～　診察時「帰りたい、西川さんにツバをかけられた」などの妄想に左右された発言が聞かれています。主治医より環境調整の指示あり速やかに対応していきましょう。

・山下　拓也様～　小遣いについて訴えており、主治医より本人の小遣い帳を江刺家様が使用している物と同じ物を準備して下さい。

・阿部　文香様～　体重について50kg台をキープできるように管理して下さい。また看護研究の

　　　　　　　　　材料の足浴については主治医からの了解は得ています。

・菅野　勝利様～　「耳がシンシンする」「パッとしない」と不調の訴えあり、服薬調整を行い退院については延期との事。精神症状の観察をしていきましょう。

・佐々木　葉子様～　右上目瞼の発赤が見られる為、エルタシン軟膏を1日1回(夕)→1日2回


　(朝、夕)へ回数を増やすよう指示あり

・植田　真理子様～　抗酒剤(シアナマイド)を服用してから、呂律不良、千鳥足になり外泊中夫


　に飲酒したと誤解されたと話される。主治医よりアルコールチェッカーが


　安く購入できる事を夫様へ勉強会の際、情報提供するよう指示受けています。

＜川端Ｄｒ担当患者様症例検討会＞

・川村　慶夫様の症例検討会（第3回）を実施しています。

症例検討会　実施報告

	対象患者情報
	　川村　慶夫様　　　51歳

病名：　アルコール依存症　　　　入院形態：任意入院

	患者の希望


	飲酒は今回で最後にしたいと話しており、断酒を希望している。


	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：現在アルコール治療プログラムは第Ⅲ期。意欲的に取り組む事ができている。

8/5より抗酒剤内服開始、8/6～7外泊訓練行うも飲酒欲求もなく服薬等問題なし。睡眠については｢全く眠れなかった｣と話している。8/11より就床前薬22時～23時に服用の指示ありその後はまずまず眠れているとの事。8/13～14外泊訓練、｢断酒宣言｣と書いた皮バンドをしていた事で周りからも気を使ってもらい効果的であったと話している。

8/20～21外泊訓練、問題行動なく、妻より「以前より優しくなった」との声が聞かれている。

PSW：

OT： 断酒のリストバンドを作成し外泊中もお酒を勧められる事が無かったと話され、本人様の自信にも繋がった様子。

心理：7/28　WCST検査実施→　前頭葉機能低下により記憶、注意、集中、感情面にいくらかの影響がでている事を本人、家族に伝え家族関係を振り返り、付き合い方を考えていく事が望ましい。また、感情面においては行動のコントロールの仕方や衝動性の付き合い方を模索していく事が必要との結果であった。

栄養：

＊参加部署、必要毎に記載



	主治医の治療方針


	・アルコール治療プログラムの継続。

・薬物治療

	検討された

支援方針


	・ご家族への糖尿病の疾病教室と栄養指導

・8/27退院前訪問指導、9/8地域復帰支援検討会予定→保護者へ日程再確認



	抽出された

問題点


	・次回、家族勉強会の前にご家族の思っている事、不安に感じている事を聞く→家族教室の構成について再検討の必要性がある

・今後は、退院前訪問指導を1回でも行ってから、症例検討会を行い、最後は地域復帰支援検討会に運ぶ

・地域復帰支援検討会を行う前に事前にご家族から必要な情報は収集する

・生化学検査(採血)の結果を把握する事

	今後の

看護計画


	・ご家族への糖尿病の疾病理解と栄養指導(Nsが行い、外来では栄養士に繋げる)

・ご家族の本人様の退院に向けての不安を和らげる


